


























































態度 (the genetic method)をもって、問題の歴史的背景を探り、問題発生の根本的原






































































































































































































































































































































 　私がどんなことをしたのかを最もきちんと説明できるのは、時期を 1923 年か














































































古典文学の研究において、1923 年に雑誌『小説月報』は第 12 巻第 1号で「西洋
文学の紹介と古典文学の研究論文の掲載を今後の出版方針とする」と宣言した。










学基本叢書』は内容で分類すると 280 種類あり、350 冊に達している。ほかに『国


































あるが、老荘、墨翟（てき）には老荘、墨翟の真理もある」（1921 年 7 月 9 日の
日記）、「我々の使命はすべての偏見を打破して、中国の学術思想の解放を図るの
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中国で出版された。





いて書かれた『中国哲学史大綱』は 1919 年 2 月に出版された。後に『中国古
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